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※事務局記入欄 

№ B-51 

【様式２】 

部門名： 

働き方改革部門 

エントリー名： 

宮城教育大学附属小学校  
 

活動名：２０１９ 附属小働き方改革 ～研究に重点化した学校経営～ 

解決すべき課題： 

１ 職員の「働き方改革」への意識改革～「減らしてもらう から 自分たちで減らす 改革へ」 

２ 慢性化している長時間労働の解消 

３ 公開研究会の参加者の減少による職員の研究へのモチベーションの低下 

目標・方針 

１ 「働き方改革」を管理職だけの課題とするのではなく、職場全体の共通の課題として受け止める。 

２ 働き方改革の行動指標を策定し、風通しのよい職場環境の中で一人一人が働きがいのある職場つくる。 

活動内容： 

方針１ 日々の教育活動のブラッシュアップ  

①日々の教育活動の成果として、子どもの姿で発信できる魅力的な公開研究会への改革（写真１） 

②日々の「継続」と「積み上げ」を大事にした授業と行事の創造（写真２） 

方針２ 学びの共同体としての職場環境づくり 

③業務改善委員会による行動指標策定と情報交換の場としての談話スペースの改善（写真３、４） 

④ICT機器の活用による資料のペーパーレス化や校務支援ソフトの運用などの校務改善（写真５） 

活動の成果：   

方針１ 日々の教育活動のブラッシュアップ  

・子どもたちの心と体の成長及び学力の向上（グラフ１、２） 

・公開研究会の参加者数の増加（特に一般参加者）（グラフ３、及び写真６） 

・職員の仕事へのやりがいの増加（グラフ４、及び写真７） 

方針２ 学びの共同体としての職場環境づくり 

・HP の改善及びスマホ版 HP による情報発信（学校からの紙媒体での配布物の削減）（写真８、９） 

・IT機器の活用と校務支援ソフトの導入による仕事の効率化（写真１０） 

・在校時間の経年変化（グラフ５）及び「早期退庁日」の徹底 

・男性職員の育児休業取得（平成３０年１０月～平成３１年２月）と計画年休の積極的取得 

アピールポイント（アイディアや工夫） 

〇管理職からやらされる働き方改革ではなく、全職員が主体的に行う働き方改革へと意識改革が進んだ。 

〇公開研究会を学校運営の中心と位置づけ、行事等これまで慣例で行ってきた取り組みを簡素化した。 

〇大学と連携し、効率的な校務運営のために ICT環境を整え、校務支援ソフトを導入した。 

〇本校が働き方改革を行っていることを保護者に周知し、今年度から学校通信や学年だよりのペーパーレス化 

の試行を行った（昨年度同様紙媒体での配布希望数（３０）は全家庭数（６０２）の約５％）。 

（写真１）          （写真２）           （写真３）          （写真４）                         

 

（写真５）             （写真６）           (写真７)            （写真８）                                        

                              

（グラフ１）                                 （グラフ２）                         

 

（グラフ３）               （グラフ４）                    （写真９）                                                       

                                                       

 

 

 

 

 

 

（グラフ５）                                      （写真１０） 
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